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第１章  修復的アプローチによる DV 問題への取り組み 
 
















































ンター ステップ」は DV 加害者のプログラムを提供し、継続した実践を行なっ
ている。さらに、心理学者の中村正は家族療法から DV にアプローチし、グル
ープを使った加害者臨床に取り組んでいる5。加えて、伊田広行も男性の立場か











                                                  
2 リンダ・ミルズについては以下の小西論文が詳しい。小西真理子「DV における分離政策のオ
ルタナティヴのために――リンダ・ミルズおよび修復的正義の視点――」。 
3 草柳和之『ドメスティック・バイオレンス 男性加害者の暴力克服の試み』。 
4 山口のり子『DV あなた自身を抱きしめて アメリカの被害者・加害者プログラム』。 
5 中村正「『加害者治療』の観点から 暴力加害者への臨床論のために」。 
6 伊田広行『デート DV・ストーカー対策のネクストステージ 被害者支援／加害者対応のコツ
とポイント』。 














第２章  修復的アプローチによる DV 加害者臨床 
 
 ここで、セラピストであるアラン・ジェンキンスの DV 加害者臨床の取り組
みを取り上げたい。ジェンキンスはオーストラリアの心理セラピストで、民間
や政府の資金によるカウンセリングセンターで勤務してきた。主著である
Invitations to Responsibility: The Therapeutic Engagement of Men Who are 




この DV 加害者臨床における「誘発モデル(invitation model)」をさらに理論を






                                                                                                                                                  
の報告』RRP 研究会。 
8 信田さよ子「加害者は変われるか？ 〜加害者臨床の可能性を探る〜」『DV 加害者が良き父に
なるために  ケアリングダッドプロジェクトに学ぶ』、2009 年、12 頁。 
9 Alan Jenkins, Invitations to Responsibility: The Therapeutic Engagement of Men Who are 
Violent and Abusive. 
10 髙野嘉之「DV 加害者との関わり方」、2012 年、p.12。 







































                                                  
12 Jenkins, p.7. 
13 Jenkins, p.7. 太字は原著ではイタリック。 
14 Jenkins, p.11. 








ンキンスの修復的アプローチによる DV 加害者臨床の目指すところとなる。 
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